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本書を発行するにあたり

２０１６年（平成２８年）４月１日実施の社会保険診療報酬改定において，歯科診療報酬本

体は０．６１％の引き上げとなりました。

私たち歯科技工士に主に関連する歯冠修復及び欠損補綴に関する改定内容について

は，硬質レジンジャケット冠，有床義歯（局部義歯，総義歯），鋳造鉤，バー，補綴隙

等の点数が増点となっています。また，レジン前装金属冠の小臼歯への適用拡大（ブ

リッジの支台歯に限る）や乳歯冠の名称変更，実施頻度が減少している技術や使用頻度

が減少している材料の保険適用廃止等があります。

良質な歯科医療に資する安全で品質の高い歯科補綴物を安定的に供給するためには，

歯科補綴物等の作成を委託する側の歯科医療機関と，受託する側の歯科技工所の双方

が，歯科技工に関する保険点数の仕組み等，共通の認識の下，適正な歯科技工料金での

委託・受託が行わなければなりません。

会員各位におかれては，２０１６年４月１日から実施される社会保険歯科診療報酬改定内

容を解説した本書を活用され，この機に歯科技工料金を改定し健全な歯科技工所運営を

図られ，環境改善の一助となることを祈念いたします。

２０１６年（平成２８年）４月

公益社団法人 日本歯科技工士会
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良質な歯科医療の確保のために
２０１６年（平成２８年）４月

公益社団法人 日本歯科技工士会

歯科診療報酬点数表
第１２部 歯冠修復及び欠損補綴 通則５

歯冠修復及び欠損補綴料には，製作技工に要する費用及び製作管理に要する費用が含
まれ，その割合は，製作技工に要する費用がおおむね１００分の７０，製作管理に要する費用
がおおむね１００分の３０である。

１９８８年（昭和６３年）厚生省告示第１６５号（上記「通則５」）の，歯冠修復及び欠損補綴の製作技工に要す

る費用と製作管理に要する費用の割合に関する問題については，１９９２年（平成４年）４月２２日付の日本歯

科医師会，日本歯科技工士会両会連名の文書の中で，厚生省告示第１６５号の「合意の精神」に沿った円

満な実施をすでに再確認している。

また，厚生省（当時）においても，通則５における歯冠修復及び欠損補綴の円滑な実施について，保

険局長名にて通知文書が両会会長宛（日歯会長宛は保文発第６４６号文書）に出されている。

保 文 発第６４７号
昭和６３年１０月２０日

�日本歯科技工士会長 殿
厚生省保険局長

歯冠修復及び欠損補綴の円滑な実施について

先般の歯科診療報酬点数表の改正に当たり，歯冠修復及び欠損補綴の部の通則におい
て，製作技工に要する費用及び製作管理に要する費用の割合が示された（厚生大臣告
示）ことについては，既に御案内のとおりでありますが，これは，今後の高齢化社会に
おいて，歯冠修復及び欠損補綴の円滑な実施が一層重要性を増すことにかんがみ，良質
な歯科医療の確保に資することを図ったものであります。
つきましては，今後とも，この厚生大臣告示の趣旨を踏まえ，関係団体との間で話合
いを行っていただくとともに，歯冠修復及び欠損補綴に関し，個々の当事者間で円滑な
実施が図られるよう会員を御指導いただきたくお願いいたします。
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点 数 分 析 表
２０１６年（平成２８年）月

◇乳歯冠・小児保隙装置 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１６ 乳 歯 冠
１ 乳歯金属冠の場合 ２００点 ３０点 １４０点

※２ １以外の場合 ３９０ ２ ２７３

Ｍ０１６‐２ 小 児 保 隙 装 置 ６００ － ４２０

※乳歯に対してジャケット冠を装着する場合は人工歯科を別に算定。

◇有 床 義 歯（レジン床） 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１８

仕

上

げ

局
部
義
歯

１歯 ～ ４歯 ５７６点 ２点 ４０３点

５歯 ～ ８歯 ７０８ ３ ４９６

９歯 ～ １１歯 ９４０ ５ ６５８

１２歯 ～ １４歯 １，３６４ ７ ９５５

総 義 歯 ２，１３２ １０ １，４９２

◇熱可塑性樹脂有床義歯 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１９

仕

上

げ

局
部
義
歯

１歯 ～ ４歯 ６６２点 ３９点 ４６３点

５歯 ～ ８歯 ８９０ ３９ ６２３

９歯 ～ １１歯 １，１０８ ３９ ７７６

１２歯 ～ １４歯 １，７３２ ３９ １，２１２

総 義 歯 ２，７５２ ３９ １，９２６

◇金属歯冠修復 製作技術料 材料料 ７０％

M０１０

１４ Ｋ 金 合 金
ブリッジの支台と
して使用する場合

インレー（複雑） ２８４点 ６２６点 １９９点

前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ７８２ ２５９

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

大 臼 歯

インレー（単純） １９０ １６８ １３３

インレー（複雑） ２８４ ３１１ １９９

＊ ４/５ 冠 ３１０ ３９２ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ４９３ ３１８

前 歯

小 臼 歯

インレー（単純） １９０ １１５ １３３

インレー（複雑） ２８４ ２２８ １９９

前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ２８１ ２５９

４/５ 冠 ３１０ ２８１ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ３５３ ３１８

Ｍ０１１ ☆前歯・小臼歯 レジン前装金属冠 １，１７４ ４３９ ８２２

M０１０

ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
合
金

大 臼 歯

インレー（単純） １９０ ４ １３３

インレー（複雑） ２８４ ４ １９９

＊ ４/５ 冠 ３１０ ８ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ １０ ３１８

前 歯

小 臼 歯

インレー（単純） １９０ ４ １３３

インレー（複雑） ２８４ ４ １９９

前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ６ ２５９

４/５ 冠 ３１０ ６ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ８ ３１８

M０１１ ☆前歯・小臼歯 レジン前装金属冠 １，１７４ １７ ８２２

M０１０

銀

合

金

大 臼 歯

インレー（単純） １９０ １７ １３３

インレー（複雑） ２８４ ３０ １９９

＊ ４/５ 冠 ３１０ ３８ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ４７ ３１８

前 歯

小 臼 歯

インレー（単純） １９０ １１ １３３

インレー（複雑） ２８４ ２２ １９９

※ 前 歯 ３/４ 冠 ３７０ ２７ ２５９

※ ４/５ 冠 ３１０ ２７ ２１７

全 部 金 属 冠 ４５４ ３５ ３１８

Ｍ０１１ ☆前歯・小臼歯 レジン前装金属冠 １，１７４ ７６ ８２２

※乳歯を除く。
＊ブリッジの支台に用いる場合。
☆小臼歯の場合は，ブリッジの支台歯となる第一小臼歯に限る。

◇硬質レジンジャケット冠他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１５ 硬質レジンジャケット冠
加熱重合 ７６８ ８ ５３８

光重合 ７６８ １９６ ５３８

Ｍ０１５‐２ CAD/CAM冠 １，２００ ３８２ ８４０

◇ポンティック 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０１７

鋳
造
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

金銀パラジウム合金
大 臼 歯 ４３４点 ５６７点 ３０４点

小 臼 歯 ４３４ ４２７ ３０４

ニ ッ ケ ル ク ロ ム 合 金
銀 合 金

大 臼 歯
小 臼 歯 ４３４ ３９ ３０４

ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

前
装
金
属

レ

ジ

ン

金銀パラジウム合金 前 歯 １，１８０ ３４１ ８２６

ニ ッ ケ ル ク ロ ム 合 金
銀 合 金 前 歯 １，１８０ ５０ ８２６

ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

金
属
裏
装

１４ Ｋ 金 合 金 前 歯 ７５４ ５８７ ５２８

金銀パラジウム合金
前 歯 ７５４ ２３１ ５２８

小 臼 歯 ７５４ ２９０ ５２８

ニ ッ ケ ル ク ロ ム 合 金
銀 合 金

前 歯
小 臼 歯 ７５４ ２６ ５２８
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析 表（参 考）
４ 月 １ 日 実 施 公益社団法人 日本歯科技工士会

◇人工歯料（有床義歯・乳歯冠）

M０１４
M０１７
Ｍ０１８
Ｍ０１９

部 位
材 料

前 歯 部 臼 歯 部
両 側 片 側 両 側 片 側

レ ジ ン 歯 ２６点 １３点 ２７点 １４点

スルフォン樹脂
レ ジ ン 歯 ６１ ３１ ８５ ４３

硬質レジン歯 ６１ ３０ ８０ ４０

陶 歯 １８４ ９２ ９９ ５０

◇修 理 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２９ 有 床 義 歯 修 理 ２３４点 －点 １６４点

歯科診療報酬点数表
第１２部 歯冠修復及び欠損補綴
通 則
５． 歯冠修復及び欠損補綴料には，製作技工に要する費用及
び製作管理に要する費用が含まれ，その割合は，製作技工
に要する費用がおおむね１００分の７０，製作管理に要する費
用がおおむね１００分の３０である。

この分析表は，上記通則５に基づき，製作技工に要する費用の
割合を７０％とした場合の点数を算出したものである。

注１． ％は製作技術料についてのもので小数第１位で四捨五入
した。

注２． 材料料とは特定保険医療材料料のことである。
注３． １点は１０円であり，材料料を加算したものが合計請求額

となる。
◇そ の 他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２６ 補 綴 隙 ５０点 －点 ３５点

◇クラスプ，バー他 製作技術料 材料料 ７０％

Ｍ０２０

鋳

造

鉤

双

子

鉤

大・大
大・小

１４ Ｋ 金 合 金 ２４０点 ８６５点 １６８点

金銀パラジウム合金 ２４０ ４５４ １６８

ニッケル・コバルトクロム ２４０ ５ １６８

犬・小
小・小

１４ Ｋ 金 合 金 ２４０ ７０４ １６８

金銀パラジウム合金 ２４０ ３５５ １６８

ニッケル・コバルトクロム ２４０ ５ １６８

二
腕
鉤
（
レ
ス
ト
付
）

大臼歯

１４ Ｋ 金 合 金 ２２２ ７０４ １５５

金銀パラジウム合金 ２２２ ３１１ １５５

ニッケル・コバルトクロム ２２２ ５ １５５

犬 歯
小臼歯

１４ Ｋ 金 合 金 ２２２ ５４１ １５５

金銀パラジウム合金 ２２２ ２７１ １５５

ニッケル・コバルトクロム ２２２ ５ １５５

前 歯
（切歯）

１４ Ｋ 金 合 金 ２２２ ４１６ １５５

金銀パラジウム合金 ２２２ ２５１ １５５

ニッケル・コバルトクロム ２２２ ５ １５５

Ｍ０２１

線

鉤

双 子 鉤
１４ Ｋ 金 合 金 ２０６ ４２９ １４４

不 銹 ・ 特 殊 鋼 ２０６ ９ １４４

二 腕 鉤
（レスト付）

１４ Ｋ 金 合 金 １４６ ３３２ １０２

不 銹 ・ 特 殊 鋼 １４６ ９ １０２

レスト無 不 銹 ・ 特 殊 鋼 １２６ ９ ８８

Ｍ０２１‐２

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
鉤

※１

前 歯 ２２６ １６９ １５８

犬 歯・小 臼 歯 ２２６ １７９ １５８

大 臼 歯 ２２６ １９９ １５８

※２

前 歯 ２２６ ４６ １５８

犬 歯・小 臼 歯 ２２６ ４６ １５８

大 臼 歯 ２２６ ４６ １５８

※１ 鋳造鉤に金銀パラジウム合金（金１２％以上），線鉤に不銹
鋼及び特殊鋼を用いた場合。

※２ 鋳造鉤に鋳造用ニッケルクロム合金又は鋳造用コバルト
クロム合金，線鉤に不銹鋼及び特殊鋼を用いた場合。

M０２２ フ ッ ク ・ ス パ ー １０３ － ７２

M０２３

バ

ー

鋳 造
金銀パラジウム合金 ４４４ ７２７ ３１１

ニッケル・コバルトクロム ４４４ １８ ３１１

屈 曲 不 銹 ・ 特 殊 鋼 ２５４ ３９ １７８

保 持 装 置 ６０ － ４２

２００８．３．１４，０００（Ⅰ）
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２０１６年（平成２８年）４月１日実施

歯科診療報酬の主な改定内容（第１２部 歯冠修復及び欠損補綴）

【歯科技工に関連する製作技術点数の改定内容】

改定前 改定後 差 異

M０１５ 硬質レジンジャケット冠 ７５０点 ⇒ ７６８点 ＋１８点

（１歯につき）

M０１８ 有床義歯

１．局部義歯（１床につき）

イ．１歯から４歯まで ５７０点 ⇒ ５７６点 ＋６点

ロ．５歯から８歯まで ７００点 ⇒ ７０８点 ＋８点

ハ．９歯から１１歯まで ９３０点 ⇒ ９４０点 ＋１０点

ニ．１２歯から１４歯まで １，３５０点 ⇒ １，３６４点 ＋１４点

２．総義歯（１顎につき） ２，１１０点 ⇒ ２，１３２点 ＋２２点

M０１９ 熱可塑性樹脂有床義歯

１．局部義歯（１床につき）

イ．１歯から４歯まで ６７０点 ⇒ ６６２点 －８点

ロ．５歯から８歯まで ９００点 ⇒ ８９０点 －１０点

ハ．９歯から１１歯まで １，１２０点 ⇒ １，１０８点 －１２点

ニ．１２歯から１４歯まで １，７５０点 ⇒ １，７３２点 －１８点

２．総義歯（１顎につき） ２，７８０点 ⇒ ２，７５２点 －２８点

M０２０ 鋳造鉤（１個につき）

１．双子鉤 ２３４点 ⇒ ２４０点 ＋６点

２．二腕鉤 ２１６点 ⇒ ２２２点 ＋６点

M０２１ 線鉤（１個につき）

１．双子鉤 ２００点 ⇒ ２０６点 ＋６点

２．二腕鉤 （レスト付） １４０点 ⇒ １４６点 ＋６点

３．レストのないもの １２０点 ⇒ １２６点 ＋６点
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M０２１－２ コンビネーション鉤 ２２０点 ⇒ ２２６点 ＋６点

（１個につき）

M０２３ バー（１個につき）

１．鋳造バー ４３８点 ⇒ ４４４点 ＋６点

２．屈曲バー ２４８点 ⇒ ２５４点 ＋６点

M０２６ 補綴隙（１個につき） ４０点 ⇒ ５０点 ＋１０点

M０２９ 有床義歯修理（１床につき） ２２８点 ⇒ ２３４点 ＋６点

【新規医療技術の保険導入】
１．レジン前装金属冠の小臼歯への適応範囲の拡大

レジン前装金属冠の適応範囲はこれまで前歯部に限定されていましたが，臼歯部においては

ブリッジの支台歯となる第一小臼歯に限り適応範囲が拡大されました。

なお，製作技術点数は前歯，小臼歯とも１，１７４点となります。

２．ファイバーポストの保険導入

２０１６年１月からファイバーポストを使用した支台築造が保険適用されており，本年４月以降

の製作技術点数，材料点数は下記のようになっています。

なお，支台築造の製作技術点数には，窩洞形成，装着等の費用が含まれています。

◎支台築造の製作技術点数，材料点数

M００２ 支台築造（１歯につき）

１．間接法

イ メタルコアを用いた場合

⑴ 大臼歯 １７６点

⑵ 小臼歯及び前歯 １５０点

ロ ファイバーポストを用いた場合

⑴ 大臼歯 １７６点（新）

⑵ 小臼歯及び前歯 １５０点（新）

２．直接法

イ ファイバーコアを用いた場合

⑴ 大臼歯 １５４点（新）

⑵ 小臼歯及び前歯 １２８点（新）

ロ その他の場合 １２６点
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（特定保険医療材料点数）

１．間接法

イ メタルコアを用いた場合

⑴ 大臼歯 ６５点

⑵ 小臼歯及び前歯 ４０点

ロ ファイバーポストを用いた場合

⑴ 大臼歯 ２７点

⑵ 小臼歯及び前歯 １５点

（ファイバーポスト）

１本につき ８９点

２．直接法

イ ファイバーコアを用いた場合

⑴ 大臼歯 ２７点

⑵ 小臼歯及び前歯 １５点

（ファイバーポスト）

１本につき ８９点

ロ その他の場合

⑴ 大臼歯 ３３点

⑵ 小臼歯及び前歯 ２１点

【硬質レジンジャケット冠，CAD/CAM冠の大臼歯への適応拡大】
硬質レジンジャケット冠，CAD/CAM冠についての保険適応が小臼歯だけでなく，大臼歯

へも拡大されました。

ただし，大臼歯については，歯科用金属を原因とする金属アレルギーを有する患者に限り算

定することができ，医科の保険医療機関又は医科歯科併設の医療機関の医師との連携の上で，

診療情報提供（診療情報提供料の様式に準じるもの）に基づく場合に限られています。

【歯科医療技術の進歩に伴う材料，技術の保険適用廃止】
歯科医療技術の進歩に伴い実施頻度が減少している技術や新たな材料の普及により使用頻度

が減少している特定保険医療材料に関し，下記の項目については保険適用が廃止となりました。

（特定保険医療材料）

金銀パラジウム合金を用いた屈曲バー（パラタルバー，リンガルバー）の保険適用廃止。

（技術）

ジャケット冠の保険適用廃止。なお，経過措置として，２０１６年（平成２８年）６月３０日までは

従前の例（製作技術点数３９０点，材料点数２点）により算定できます。
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【有床義歯内面適合法の評価】
義歯新製から６か月以内に実施する有床義歯内面適合法について，有床義歯修理の評価と整

合性が図られるとともに，軟質材料を用いた場合が評価されました。

なお，本年４月以降の製作技術点数は下記のようになっています。

◎有床義歯内面適合法の製作技術点数

M０３０ 有床義歯内面適合法

１．硬質材料を用いる場合（１床につき）

イ 局部義歯（１床につき）

⑴ １歯から４歯まで ２１０点

⑵ ５歯から８歯まで ２６０点

⑶ ９歯から１１歯まで ３６０点

⑷ １２歯から１４歯まで ５６０点

ロ 総義歯（１顎につき） ７７０点

２．軟質材料を用いる場合（１顎につき） １，４００点（新）

① ２については，下顎総義歯に限る。

② 新たに製作した有床義歯を装着した日から起算して６月以内に当該有床義歯の有床

義歯内面適合法を行った場合は，所定点数の１００分の５０に相当する点数により算定す

る。

【歯科技工加算の算定要件】
施設基準に適合した保険医療機関における歯科技工加算について増点がされるとともに，当

日修理を行った際の点数加算が新設されました。

〔算定要件〕

① 施設基準に適合した保険医療機関において，患者の求めに応じて，破損した有床義歯を

預かった当日に修理を行い，当該義歯を装着した場合は，歯科技工加算１として，１床に

つき５０点を所定点数に加算する。

② 施設基準に適合した保険医療機関において，患者の求めに応じて，破損した有床義歯を

預かって修理を行い，預かった日の翌日に当該義歯を装着した場合は，歯科技工加算２と

して，１床につき３０点を所定点数に加算する。
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特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）
（Ⅵ 歯科点数表の第２章第１２部に規定する特定保険医療材料及びその材料価格）

（２０１６年（平成２８年）３月 厚生労働省告示第５６号）

品 名 単 位 材料価格

００１ 歯科用純金地金（金９９．９９％以上） １g ５，４１２円

００２ 歯科鋳造用１４カラット金合金 インレー用（JIS 適合品） １g ３，９０６円

００３ 歯科鋳造用１４カラット金合金 鉤用（JIS 適合品） １g ４，１５９円

００４ 歯科用１４カラット金合金鉤用線（金５８．３３％以上） １g ４，４１１円

００５ 歯科用１４カラット合金用金ろう（JIS 適合品） １g ４，３３５円

００６ 歯科鋳造用金銀パラジウム合金（金１２％以上 JIS 適合品） １g １，４００円

００７ 歯科非鋳造用金銀パラジウム合金 板状（金１２％以上 JIS 適合品） １g １，２３１円

００８ 歯科非鋳造用金銀パラジウム合金 バー状 パラタルバー用（金１２％以上 JIS 適合品） ※削除

００９ 歯科非鋳造用金銀パラジウム合金 バー状 リンガルバー用（金１２％以上 JIS 適合品） ※削除

０１０ 歯科用金銀パラジウム合金ろう（金１５％以上 JIS 適合品） １g ２，５２５円

０１１ 歯科鋳造用銀合金 第１種（銀６０％以上インジウム５％未満 JIS 適合品） １g １２２円

０１２ 歯科鋳造用銀合金 第２種（銀６０％以上インジウム５％以上 JIS 適合品） １g １３７円

０１３ 歯科用銀ろう（JIS 適合品） １g ２４３円

０１４ 歯科用プラスメタル（銀２５％以上パラジウム５％以上） １g ８６４円

０１５ 歯科用プラスメタル（銀２５％以上） １g ３４１円

０１６ 歯科鋳造用ニッケルクロム合金 冠用 １g ２０円

０１７ 歯科鋳造用ニッケルクロム合金 鉤・バー用 １g ２５円

０１８ 歯科用ニッケルクロム合金板（JIS 適合品） １g １３３円

０１９ 歯科用ニッケルクロム合金線 鉤用（JIS 適合品） １cm ２２円

０２０ 歯科鋳造用コバルトクロム合金 鉤・バー用 １g ２５円

０２１ 歯科用コバルトクロム合金線 鉤用（JIS 適合品） １cm １３円

０２２ 歯科用コバルトクロム合金線 バー用（JIS 適合品） １cm ６４円

０２３ 歯科用ステンレス鋼線 鉤用（JIS 適合品） １cm ９円

０２４ 歯科用ステンレス鋼線 バー用（JIS 適合品） １cm ８円

０２５ 歯科用銀アマルガム用合金（アロイ JIS 適合品） ※削除

０２６ 歯科用銀アマルガム用合金（水銀 JIS 適合品） ※削除

０２７ 陶歯 前歯用（真空焼成歯） ６本１組 １，８４０円

０２８ 陶歯 臼歯用（真空焼成歯） ８本１組 ９９３円

０２９ 陶歯 前歯継続歯用（真空焼成歯） ２本１組 １，３４０円
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品 名 単 位 材料価格

０３０ 陶歯 臼歯継続歯用（真空焼成歯） ４本１組 １，９７０円

０３１ レジン歯 前歯用（JIS 適合品） ６本１組 ２５８円

０３２ レジン歯 臼歯用（JIS 適合品） ８本１組 ２７０円

０３３ スルフォン樹脂レジン歯 前歯用 ６本１組 ６０９円

０３４ スルフォン樹脂レジン歯 臼歯用 ８本１組 ８５０円

０３５ 硬質レジン歯 前歯用 ６本１組 ６０９円

０３６ 硬質レジン歯 臼歯用 ８本１組 ７９５円

０３７ 歯冠用加熱重合レジン（粉末 JIS 適合品） １g １８円

０３８ 歯冠用加熱重合レジン（液 JIS 適合品） １mL ４円

０３９ 歯冠用加熱重合硬質レジン １g ２６円

０４０ 歯冠用光重合硬質レジン １g ６４０円

０４１ 義歯床用アクリリック樹脂（粉末 JIS 適合品） １g ５円

０４２ 義歯床用アクリリック樹脂（液 JIS 適合品） １mL ４円

０４３ 義歯床用アクリリック即時硬化樹脂（粉末） １g ２８円

０４４ 義歯床用アクリリック即時硬化樹脂（液） １mL １９円

０４５ 義歯床用熱可塑性樹脂 １g １８円

０４６ 歯科用合着・接着材料Ⅰ（粉末・液） ⑴レジン系
歯科用合着・接着材料Ⅰ（粉末・液） ⑵グラスアイオノマー系

１g
１g

４５３円
３０６円

０４７ 歯科用合着・接着材料Ⅱ（粉末・液） １g １０１円

０４８ 歯科用合着・接着材料Ⅲ（粉末・液） １g ２３円

０４９ 歯科充填用材料Ⅰ ⑴複合レジン系
歯科充填用材料Ⅰ ⑵グラスアイオノマー系

１g
１g

７２４円
６４４円

０５０ 歯科充填用材料Ⅱ ⑴複合レジン系
歯科充填用材料Ⅱ ⑵グラスアイオノマー系

１g
１g

２７７円
２４２円

０５１ 歯科充填用材料Ⅲ １g １６円

０５２ 複合レジン 築造用（硬化後フィラー６０％以上） １g ２７５円

０５３ 金属小釘 ロック型 １本 ６５円

０５４ 金属小釘 スクリュー型 １本 ４９円

０５５ 金属小釘 スクリュー型（金メッキ） １本 １０９円

０５６ 乳歯金属冠 １本 ２９７円

０５７ スクリューポスト 支台築造用 １本 ６２円

０５８ CAD/CAM冠用材料 １個 ３，８２０円

０５９ ファイバーポスト 支台築造用 １本 ８９２円
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歯科技工に関連する保険点数のしくみ

私たち歯科技工士は，責任を持って良質で安全な歯科補綴物等を提供するため，歯科診療報酬体系

について理解した上で，各々の歯科技工所における適正な歯科技工料金の設定が必要です。そのため

には，歯科医療機関が認識，使用している保険点数の内容をあらかじめ知っておくことが重要となり

ます。

１．歯科医療機関が使用する「社会保険歯科診療報酬点数早見表」（まるめ点数表）の記載内容とは

歯科医療機関の多くは，公益社団法人日本歯科医師会が会員用に作成している「社会保険歯科診療

報酬点数早見表」（まるめ点数表）に表示されている点数を念頭に診療報酬請求業務を行っています

が，この「まるめ点数表」からでは，各項目の製作技術点数が何点なのかは分かりません。そのた

め，歯科診療報酬体系のなかみを理解し，委託先である歯科医療機関に説明できる知識を持っておく

必要があります。

「社会保険歯科診療報酬点数早見表」（まるめ点数表）では，第１２部歯冠修復及び欠損補綴関連項

目について，次のような点数表示になっています。

２．歯科技工所から歯科医療機関への請求額

※歯科医療機関では，上記のように「社会保険歯科診療報酬点数早見表」（まるめ点数表）により診

療報酬請求業務を行っています。「まるめ点数」と「製作技術点数」が混同し，歯科医療機関との認

識違いを招かないためにも，適正な歯科技工料金を設定する際に重要となる各項目の「製作技術点

数」について，まず私たち歯科技工士自身が保険点数のしくみを理解しましょう。

（注）本資料掲載の各保険点数は，２０１６年（平成２８年）４月１日現在の点数。

金属歯冠修復等 ＋ 材料点数 ※装着点数
は別表記 ＝ 「早見表」表示点数

（まるめ点数）
製作技術
点数

表示例
全部金属冠
（大臼歯，
金パラ使用）

４５４点 ＋ ４９３点 ＝ ９４７点

有 床 義 歯 ＋ 材料点数 ＋ 装着点数 ＝ 「早見表」表示点数
（まるめ点数）

製作技術
点数

表示例 総義歯
（レジン床） ２，１３２点 ＋ １０点 ＋ ２３０点 ＝ ２，３７２点

＋
歯科技工所側
が負担した場
合の材料料

＝ 歯科医療機関への請求額製作技術料
（製作技術点数）

【一例】
例えば，A歯科技工所において，「レジン床総義歯」の請求に関し，製作技工に要する費用の割合
“おおむね１００分の７０”の７０％を請求額と設定した場合は，

１４，９２０円
（A歯科技工所の製作技術料）＋

１００円
（負担した材料料）＝

１５，０２０円
（A歯科技工所の請求額）
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〔参 考〕
貴金属を含有する特定保険医療材料点数は，２年に１度の改定に加え，下記の一定
要件を満たした場合，６ヶ月ごとに随時改定されるしくみとなっています。

※出典：厚生労働省 中央社会保険医療協議会（中医協）
総会（２０１５年７月２２日）資料
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